
医療現場発!「困った」 が製品になるまで
～最前線の医療従事者が語る、課題が製品になるプロセス～

神戸市立医療センター中央市民病院の臨床現場から生まれた課題を起点に、産学医連携に
よって医療機器の開発・事業化へとつながった事例を紹介します。その後、登壇者や多様な業種
の参加者との交流の場を提供します。
新たな人脈づくりやビジネス共創のきっかけとして、ぜひご活用ください。

（金）

2026

10.２
15:00 ‐ 17:30 (開場 14:30）

会場:ANCHOR KOBE
神戸市中央区加納町4‐2‐1 神戸三宮阪急ビル15階
阪急神戸三宮駅 東口直結/JR三ノ宮駅 西口徒歩 2分

詳細・お申込みは、URL・
QRコードよりご確認ください。

https://www.fbri-
kobe.org/event/detail.
php?event_id=949

 
OPEN  
INNOVATION cafe

39th

伝える・つながる・広がる

講演後は、ミニプログラム（5分企業紹介）と
参加者同士の交流の時間をご用意しています。
※５分紹介企業（5社）も募集中!

公益財団法人神戸医療産業都市推進機構
E-mail:kbic-pr@fbri-kobe.org    Tel: 078-306-3506
共催:神戸市 後援:ANCHOR KOBE（アンカー神戸）

参加申込→

山田 恭二 氏

臨床工学技術部
（臨床工学技士）

吉田 哲也 氏

臨床研究推進センター
プロジェクト推進部
部⾧代行/プロジェクトマネージャー

岩田 健太郎 氏

リハビリテーション技術部
技師⾧（理学療法士）

講演内容の
詳細は裏面をご
参照ください。


